座学とフィールドワークで学ぶ大田区学講座⑧
【区民誇りのローカル線(東急多摩川線・池上線)と起点駅（蒲田）の歴史を学ぶ】　　実施要領　
1． 日時：2026年2月１１日(水・祝)１０:００～１１:５０(座学)　１３:３０～１５:３０(フィールドワーク)
2． 場所：消費者生活センター大集会室(座学)､蒲田駅から蒲田モダンの地を巡る(フィールドワーク)　
3． スケジュール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                
	   　時　間
	　　　　　　　　　　　内　　　容
	　　　　　　学習支援者

	10:00～１０：０５
	主催者挨拶＆オリエンテーション
	おおた生涯学習世話人会

	１０：０５～１０:４５
	1． 【池上線と東急多摩川線の今昔】
１．１　池上線開設の経緯
１．２　東急電鉄のルーツ・目蒲線
１．３　池上線と東急多摩川線の今

	おおた生涯学習世話人会
　　　藤井政和

	１０：50～11:40
	２．【蒲田モダンとは？】
2.1黒澤工場村から始まる魅力的工場群
2.2松竹キネマ蒲田撮影所の存在
2.3 現在の蒲田への継承
	
蒲田モダン研究会
共同代表　鍋谷 孝氏

	１１：４０～１１：５０
	質疑応答、アンケート記入の後一次解散
	講演者


（注1） 質疑応答タイムの時間内で午前中の座学に関するアンケートをお書きください。
（注2） 昼食は各自でお取りの上、１３：１５にアプリコ１階に集合ください。　　　　　　　　　
（注3） フィールドワークは①班、②班、③班(受付時に連絡)の３班でイアフォンを使用して行います　【フィールドワーク行程】
	　　　　場　　所
	予定時刻
	　　　　　　　　　　　　　　　説明内容等

	区民ホール・アプリコ
	13:15
	1階に集合、イアフォン配布　
地下１階へ移動　松竹キネマ蒲田撮影所ジオラマ
撮影所の歴史、城戸四郎と水島あやめ、蒲田行進曲　

	
	13:30
～４５
	

	アロマスクエア
	13:５５
	大正9年設立の高砂香料工業跡地


	蒲田菖蒲園
	14:05
	明治３６年、横浜植木(株)が開設、蒲田駅開設へ、大正１０年閉園

	東口大通り
	１４:10
	蒲田銀座、明治製菓喫茶部には映画関係者も出入り

	蒲田ミスタウン
	14:２０
	昭和３０年代、美須興行直営館が８館あった。

	風船爆弾の製造
	14:2５
	マルエツの場所で戦中、女学生が風船爆弾を作っていた

	新潟鐵工所蒲田工場
	14:３５
	１９２１年、蒲田工場ができ、日本初の船舶用ディーゼル機関を製作

	大倉陶園
	１４：４５
	大正８年、大倉孫兵衛・和親父子により創立

	各務クリスタル
	
	昭和９年、各務鑛三が日本初のクリスタルガラス専門の蒲田工場を建設

	三省堂蒲田工場
	
	大正１３年、アメリカの田園都市の工場をモデルにした近代的な工場を建設

	東洋オーチスエレベーター
	
	昭和８年、蒲田工場完成、国産エレベータ１号機を静岡赤十字病院に納入

	旧蒲田電車区
	15:00
	大正１２年､開設。松本清張の「砂の器」のロケ地に

	黒澤工場村
	15:10
	黒澤貞次郎が大正５年、理想郷を目指したタイプライター工場を建設

	ユザワヤ
	15:20
	昭和３０年、畑中利元が開業、屋号は妻の旧姓に由来

	蒲田駅西口
	1５:３０
	昭和４０年サンロードアーケード、昭和５２年サンライズアーケード



